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論文
東南アジアの幼児教育
香港における幼稚園保育内容の検討
中谷　陽子
◆　なぜ日本近隣の国々の保育内容が知りたいか
　人類にとって「子ども」は常にかけがえのない宝物である。その子どもが
どのように大切にされているか、教育されているかの現状は，地球上の各地
域においてさまざまである。
　筆者は障害児教育に関わり，異った文化のもとにそれぞれ生活する多くの
障害児たちが，自らの人格を認められて，可能な限りで「あたりまえ」の生
活様式を獲得できるようにという「ノーマリゼーション」の実現を目標にし
ている。そして乳幼児・児童期の障害児ケアーがどのような状況で行われて
いるかに関心を寄せ，特に軽度・中程度の障害児，つまり健常児と同様にあ
るいは多くの接点を持ちながら生活している子どもたちに焦点を当ててきた
のである。このように比較的軽度の障害児が「より当り前の生活」を営むた
めには，本人は勿論親もそして教（保）育者も当然一般の子どもたちと一緒
に遊び生活することの効果・重要さを認めている・
　一般に発達の個人差が大で，個性の芽ばえも多様である幼児期の保育は，
その方法や内容において「子ども中心主義」を柱に豊かなあそび環境が用意
され，優れた観察力と指導力を備えた質の高い保育者がこれに当たるという
ことが，あまりにも当然の保育目標像とされている。そして現実にこのよう
な保育が日常化する日が来れば，子ども達は現在よりもっと「人間」らしく
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なる一っまり，自己を表現することに喜びを感ずる・欲ばって試行錯誤し
失敗を恐れない・仲間と行動を伴にすることに満足感，安定感を覚え，一方
で自我が豊かに形成される。
　上に述べたような保育の姿勢は，すべての乳幼児の成長発達を総合的に進
めるものであるばかりでなく，日々の生々とした子どもの有様に主眼点が置
かれて，その中からひとりひとりの能力を引き出して伸ばそうとするところ
が強調されるために，比較的軽度の障害児にとっても「より当り前の生活」
を獲得させるうえで，包容力のある保育になっている。
　さて，我国の幼児教育やその中での障害児教育は，勿論数々の課題を抱え
て日々模索と研究努力を積み重ねているが，一方では東南アジアの国々に対
してリーダー的役割を果たす部分もある。この10年余りの間に，幼児から青
年のための療育をめざして「専門者養成のプログラム」がこれら日本の近隣
諸国から人々を迎えて時折開催されてきた。本報告は，そうした一連の教育
プログラムに参画する中で，筆者に各国の一般的幼児教育の現状を知る必要
が生じてきたこと，つまり障害児を含めてすべての子ども達が各々の国状・
文化のもとでうけている保育現状が，今後の保育課題に大なる可能性を持た
らすものであるか否かを考察する必要が生じてきたためにまとめられたもの
である。
◆　香港の幼児教育の背景
　本報告は1982年，筆者が香港を訪れたのをきっかけに，更に交流を通して
情報を得て，また保育内容の実際を読むにあたっては中国人学生の協力を得
て検討を進めたものである。
　香港は1942年アヘン戦争の敗北の後，英国の植民地としての長い歴史を刻
んできたが，1984年末，返還を含む香港の将来を決めた合意文書が中国と英
国の間で正式に調印された。長期にわたって植民地として維持されてはきた
ものの，実際の香港はその中にあって，民主政治の道を歩み国際性に富む経
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済発展を成してきた。中国が香港に対する主権を回復する1997年までの過渡
期の13年とその後の50年間は「現状維持」の政策が約束されている。このこ
とは香港の人々に「安定」を憶えさせると同時に，これからの香港にむけて
気負いを感じさせるものでもある。
　香港のこのような歴史が「教育」の分野にもたらした数々の課題の中で最
も力を注がねばならないのは，就学率の向上と教育内容の充実である。社会
が安定し始めてやっと教育への見直しに手がつけられてきた状態は，他の発
展途上にあるアジアの国々と同様である。が，しかし，香港人の98％を占め
る中国系の住民の中には伝統的に熱心な子弟教育の文化をうけつぐ人人もお
り，教育の機会に恵まれなかった子どもと熱心に教育が施された子どもがい
る。1970年代末に，小・中等の9年間の教育が義務化されるに至って教育の
普及は一応軌道に乗ったが，相変らず貧困な家庭には未就学児もおり，引き
統き課題への取り組みが必要である。
　経済都市の発展は一方で貧しい教育環境を作り，同時に中産階級の増加を
他方に持ち，上昇志向の人々の受験地獄現象を引き起こすという真にアンバ
ランスな教育事情を繰り広げている。このような教育現状はそのまま就学前
の幼児にも当てはまるものである。
◆　香港の幼児教育
　中国から移住してきた教育熱心な実力家も含めて，香港の経済・生活文化
の複雑さは幼児教育の実際にもいろいろな影響を及ぼしている。しかし福祉
計画の中に，2～6才の幼児の保育について低所得家庭への補助金が計上さ
れると記されており，より多くの幼児にとって就学前教育の機会到来または
教育内容充実は確実に進んでいる。
　現在未就園児もおり，また地域によっては保育施設の増設も急がれる実態
であるが，政庁の幼稚園に対する方針は次の如くである！1）
01982年11月現在，729の幼稚園に200，426人の幼児（3～5歳児）が通って
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いOo
O幼稚園の財政管理面では，公立の機関はなく民間立（政庁の援助下にある）
　と全くの私立とで成り立っているが，政庁の教育署（Education　Depart－
　ment）はこれからすべてを必要に応じて監督指導し，また幼稚園経営者，
教師をはじめ親，一般市民がいつでも専門的助言指導が得られる仕組みに
　なっている。
○政庁の優遇援助策としては次のようなものがあげられる：
　・信頼のおける幼稚園経営団体へは公有地の使用許可を下す。
　・賃金支払いなどの他は営利を目的としない経営団体には，免税などの配
　慮をする。
　・適切だと思われる支援団体には公共住宅団地内の建物を割り当てる。
　・教育の訓練養成のためにセミナー，施設提供，2年間の養成コースなど
　のサービスをする。
○就学前の幼障害児の保育に対しては，政庁の公的援助は未だ位置づけが不
十分で，主として義務教育年齢に達してから官立の小学校の附設の施設で
教育をうける仕組みになっている。学齢前に種々の障害や問題を発見して
早期に対策を講じようとする姿勢は十分にあるが，実施面ではまだまだ時
間と努力が必要のようである。
　以上のように，香港の教育の過去と現在を把握しながら現状をとらえると
き，教育の普及度は高くその水準も大いに上昇している。また幼稚園，小中
学校に在籍する子どもの数は全人口の麺にも達したため，政府の教育に対す
る支出が総予算の10数％に達している（1982年）。前にも述べたように香港
の目下の教育課題が，就学率の向上と拡充にあり，同時に中産階級の増加に
伴う進学難が日々加熱化している。
　幼児教育の実際にも同様のことが言えるようで，幼児教育の基本にもどっ
（1）香港政庁の広報（1982年）から紹介。
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て，香港の就学前の子どもたちの保育のありのままを事例をもとに検討をし
てみたい。
◆　Y幼稚園の保育内容（事例A）
　デイ・ケアセンター的性格のものから，事例Bとして後述するオープン・
ラーニング型の保育まで，充実の途上にあってはいくつもの営みがなされて
いる。中でも経済の発展に伴う香港市民の上昇志向が生み出した進学競争の
スタートにあたる幼稚園の保育内容は，今後の香港の幼児教育の方向をリー
ドするものと解釈され，Y幼稚園の保育内容を以下に示す。
　Y幼稚園に代表される中産階級の子どもたちの通う幼稚園は，共通して「
知育」　「徳育」に重点が置かれている。それはすべり台やシーソーなどわず
かの固定遊具の置かれた狭い園庭に代表されるように，主に室内の保育が主
体で，静的，あまり動的でない保育が中心である。また保育者には，ハイヒ
ールで指導する人も混っていて，総じて静かで行儀のよい保育という色彩で
ある。
　日々の保育は次に示すスケジュール表（課程時間表）に沿って進められる。
　次に上げたいのは，保育でしばしば使われる“教科書（教本）”である。
自由あそび「興趣活動」に比べて知育，徳育に大きな重点がかけられている
保育現場では，教科書や読物が多く与えられている。特によく用いられるも
のの中から“常識”と“讃本”を紹介する。また“識教”については教本と
それを助ける教材が準備される。
　（1）教本“常識”について
　編集の趣旨は，④幼稚園の2年間に4冊に分けて用いること。◎標準的な
園児の発達や実際生活に基づいて編集されていること・⑤題材は子どもの身
近にある事物を用いて日常的社会常識，自然常識を取りあげること。④写真
や絵を主にして理解しやすくし，基本的知識や習慣づけの確立を目的とする
一などがあげられている。
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表一1
3歳組（午前部）課程時間表
　　星　　　期時　　課 一 二 三 四 五 六
間　　　程
9：00
清　潔 検　　査
9：05
9：05
唱 遊
9：30
9：30人児?? 常談 絵認 数認あ 常故 談
9：55
???
識話 本字
???
識事 話
9：55
唱　　遊 活　動
10：20
10：20
おやつ　・休息
10：45
10：45ボ 乗 常遊 積 遊あ1そ 物あ　そ 木あ　そ11：10ルび び 識戯 び 戯
11＝10
恩 物
11：35
11：35 ??? 工 故 ??し 自由
活12：00 歌 作 事 歌 動
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表一2
3歳組（午後部）課程時間表
星　期
時　課 一 二 三 四 五 六
間　　　程
1：30 含刃口’じ、 識 曇刃口’じ、 常談 識 談
1：55 ｛? 数 ，」，子 識話 数 話
1：55 絵 工 自 絵 児 ??、
■
（図） 由 趣
活 活
2：20 画 作 動 画 歌 動
2：20
唱　　遊 活　動
2：45
2＝45 清　潔 検　査
2：50
2：50 お　　　や つ
3：10
3：10
????
、
??
、? 恩 故 恩
3：35 物
??
物 事 物
3：35 故 恩
???
恩 ??
4：00 事 物 歌 物
??
4：00
唱 遊
4：30
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表一3
4歳組（午後部）課程時間表
　星　期時　課 一 二 三 四 五 六間　　　程
1：30 壬士直冗 常　’ 識 芸士面冗 常 談
1：55 本 識 数 本 識 話
1：55 写 絵 写 絵 写 ??、（図） （図） 趣
活
2：20 字 画 ｛? 画 ｛? 動
2：20 室　外 活　動
2：45
2：45
清　潔 検　査
2：50
2＝50
お　　　や つ
3：10
3：10 談 ??し 故 恩 故
3：35 話 歌 事 物 事
3：35 恩 興 工 児 恩趣
活
4：00 物 動 作 歌 物
4：00
唱 遊
4：30
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表一4
5歳組（午後部）課程時間表
星　期時課 一 二 三 四 五 六間　　　程
1：30 接丑自冗 常 …士両冗 常 識 談
1：55 本 識 本 識 数 話
1二55 写 興 写 絵 写 興趣 （図） 趣
活 活
2：20 ｛? 動 字 画 字 動
2：20 室 識 恩 写 工 恩外
活
2：45 動 数 物 字 作 物
2：45
清 潔　検　査
2：50
2：50
お や　　　つ
3：10
3：10 絵 写 故
??
し 室
（図） 外
活
3：35 画 字 事 歌 動
3：35 恩 児 常談 ??、 故趣
活
4：00 物 歌 識話 動 事
4：00 唱 遊
4：30
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◆　影響を与えている台湾の幼稚園教育指導書
　香港は“教育熱心”という中国の伝統文化を植民地時代も守り続けてきた
のである。しかし現在の教育は，　「後進的であるが故に教育熱心にならざる
を得ない」という香港の事情によって独特の形になっている。つまり「知育・
徳育を重んずる教育」と言えよう。
　しかしここで，その基礎において大なる影響を及ぼしている台湾の幼児教
育時内容に触れる必要があろう。以下にその“幼児教育時内容（課程）”を上
げる。
1．健康
　①心身の均衡のとれた発達をすすめ，特に心理的健康に留意する。
　②健康な身体をまもり育てる。
　③安全教育を実施する。
　④休息と体力回復を経験する。
　⑤食事を喜んでとり，栄養に配慮し，間食にも注意をむける。
2．遊戯
　①運動的あそびを通して，身体各部の諸機能をのばす・
②子供の喜ぶ感覚・知覚あそびを工夫する。
　③いろいろな玩具で創造的・工夫的あそびをたのしむ。
　④模倣・想像あそび。　　　　　　　　　　　　　　　と
　⑤社会的あそび（自他の関係を認識し，仲間で競争したり助けあったりし
　　てあそぶ）
　⑥思考あそびや問題解決あそび
3．音楽
①音楽愛好の心を養う生活を工夫する。
②音楽鑑賞能力を育てるため楽しい音楽，よい音楽に触れさせる一方，小
　　　　　　　　　　　　　一81一
　さい時から身辺の物音，動物の鳴き声，自然界の音などに広く親しませ
　る。
③喜んで歌い，情緒豊かな生活を営むよう身近な変化ある生活や昔話，地
　方のうたなどに親しませる。
④音楽を奏でる楽しみを経験する。
⑤音楽的自由表現を楽しむ。聴いたり，舞ったり，創作表現を楽しんだり
　歌ったり。
⑥友達と一緒に音楽活動を楽しむ。
4．工作
①動いたり作ったりしたい幼児の自然な要求を満足させる。
②仕事をするというよい習慣を育てる。
③美しいもの，おもしろいもの，よいものをほめ，自らも創意工夫する力
　　を養う。
　④優れたものから学びとる気持を育てる。
⑤仲間と力をあわせて活動する生活経験を広げる。
　「工作」の実践方法
　（1）砂あそび（砂場・砂箱・砂盆）
　（2）積木あそび（大中小型積木，紙箱利用の紙積木，手製積木など）
（3）絵を描く
（4）紙工作・紙あそび
（5）泥あそび（理想材料は粘土である）
（6）木工作（2～3才児も槌で喜んでたたく。成長と興味にあわせて幼児用
　木工具を与えて指導する〉
（7）縫いもの（幼児筋肉の巧緻性がのび，眼と手の協応動作も進む。縫針，
　編針を使うあそびを上手に指導していけば，5～6才の女児が十分に楽
　　しめる。
（8）園芸，飼育，料理（3活動が上手に組みあわされて，興昧を持って学習
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　する）
（9）版画（丁寧に技法を手ほどきして，あそびとして版画を学習させる。頑
　張って画を版画に仕上げ刷るまで順序よく進め，また人の仕事を観察す
　る習慣もつける。）
（ゆ廃物利用工作（不用になった日常雑貨は工作材料によい。紙製品，果物
　の皮や種，かんやびん，自然物（石・貝・葉・花・縄）利用法を考える
　と同時に節約の気持も養う。廃品なので清潔・安全に気をつけること。）
5．語文
　幼児のことばを充実させ，聞く，思考想像する，話す諸能力を高め，問
　答・発表を楽しみ，読書の喜びを見つけ，お話を楽しみながら情緒・品性
　の豊さを養う。　「内容」は次の諸分野にわたる。
　（1〉説話
④自由談話
　◎発表（報導）
　④問答（教師と幼児，幼児同士で様々に問答を試み，答を考える。）
　㊦討論や検討（意見を述べる，共同解決を探る，問題にとりくむ，意見を
　　整理する一発言の指導をする外，他人（の意見）尊重も指導する。）
　（2暗話（故事・おはなし）・うた
　④おはなし，故事，童話，生活ばなし，自然のはなし，科学のはなし，歴
　　史ばなし，愛国のはなし，民話，笑話，寓言，神話，伝記など。
　＠うた
　　こどものうた，なぞなぞ，ことばあそび（早口ことば，ねじれことば）
　　詩
　⑤絵本よみ
　　おはなし絵本，図鑑，自然絵本，数の絵本，音楽あそびの本，美術工作
　　の本
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6．常識
　　その目標は次の点に置かれている。
①幼児が自然及び社会環境に興味を持つよう指導する。
②幼児の自然現象や社会生活に対する興味関心を引き出す。
③幼児の日常生活における数量について理解をすすめる。
④幼児の自然愛護，衛生，仲間あそび，協力，合作などのよい習慣づくり
　　をする。
　　「内容」は次のようである。
（1）自然
④身近な小動物・昆虫・水中の動生物・草花・木・野菜などに認識を。
◎自然現像（天体・気象など）を喜んで観察する。
O園内で動植物の飼育栽培を。自然環境から採集を各々楽しむ。
e日常生活で使う道具に慣れ使用する。
㊨動植物・人間の健康な生存に必要な空気・太陽・水・電・温度の認識
㊦身体の各部・各器官を認識する。
㊦人類の生活に影響を及ぼす物理的・学的環境の理解
⑦衛生的生活習慣の実行
（2）社会
④日常生活の中にみる家庭と近所，商店，郵便局，警察，消防隊，医院，
　駅，船着場，飛行場などの関係理解。
◎日常生活における衣・食・住の理解。
㊦日常生活における礼儀をおぼえる。
④新しい環境に出あったとき，これを理解してすみやかに適応する経験を
　学習する。
㊨民主的生活の基礎にある倫理道徳を学び，これを実行する。
㊦国旗と国父・国家元首を尊敬する。
㊦団体生活を営むうえでの美徳一公正・仁愛・平和・服従などの認識を養
　う。
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④幼児の愛国観念を育て記念日を祝う。
①名勝古蹟の認識を深め，進んでこれを愛護する。
⑭幼児の生活環境の広がりを知り，生活経験を通して学習する充実感を味
　わう。
（3）数的概念
④物の弁別一大小・多少・長短・軽重・厚薄・高低など
◎形の認識一正方形・三角形・長方形・円形など
㊦身近な物の数や単位
◎数字の10以内を順序・逆数で知る。
㊧空問一上下・左右・前後・中間の理解
㊦曜日
㊦数量不変の諸条件の理解
⑦10以内の数を集合として理解
◆　香港の幼児教育を考える
　上記のように「課程時問表」を参考にしながら実際の保育を観察し，使用
されている教本を開き，さらに寄りどころとしている台湾の幼稚園教学活動
指導書を検討して，あらためて現在の香港の幼稚園教育の姿に触れてみたい。
　香港の一層の発展は国民教育の義務化によってもたらされたといえる。こ
のうち就学前教育はその対象に入っていないが，人々の教育の機会を求める
気持は徐々に高まり，現在のように半日制で2部制を導入するほどである。
　前述のY幼稚園では，清潔検査をのぞいてすべての保育活動は25分間毎に
区切られている。活動の特性，活動間の流れ，子どもの集中の工合などデイ
リースケジュールを変更させ得る要素がどこまで保育者に留意されているの
か，几帳面にスケジュール通りに進行している保育を観ながら関心が集まる。
　香港では全日制（6時間余）と半日制（3時間余）の二通りの活動時間が
設けられているが，いずれにしろ保育者の適切な工夫によって，緊張のあと
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は軽く，室内活動の次は戸外あそびに導くなど，子どもの心身のバランスを
整えることも大切である。この点，時間表をみても明らかなように徳育，知
育に傾いて，健康教育の保育内容が少ない。
　子どもの創意の盛りあがり，探索の深まりを求めるものに創作芸術活動や
自由活動（興趣活動）がある。一日の保育の中に何らかの形で一度は組みこ
まれているが，子どもの満足が得られるためには，保育時間のゆとりが必要
である。香港に限らず我々が新たな発展を期待するとき，必ず弾力のある思
考力を持った若い力を頼りにするはずである。
　また音楽活動（唱遊・児歌など）にも重点が置かれているが，音楽が子ど
も達に好まれるからという特性以外に，中国の伝統芸術としての中国音楽を
大切にするという意識的な保育活動が考えられる。そもそも音楽は大らかな
自己表現の場としても認められているが，唱遊や児歌が常に集団の調和を重
んずるのであれば，その他に子どもひとりひとりをテーマに考える場があっ
てもよいのではなかろうか。
　長期間にわたって英領土であり，従って英語と中国語両立の社会が営まれ
てきたが，人々は広東語を大切にし民族文化を大切にしてきた姿勢が，保育
内容にも表現されている。文盲者をなくす努力をはじめ，広東語を守ろうと
し，略体文字を使わず，その上昨今の試験地獄も加わって，ちょっとして路
地裏では地面に棒切れで文字あそびをしている子どもを見かけるほど，しっ
かり文字教育をしようとする思いはあつい。
　中国本土の資本主義化が急速に進んでいるとはいっても，香港が復帰した
後の中国は一国の中に二つの考えを樹立（社会主義と資本主義〉して行かな
ければならない。香港はその際に玄関口となって他国との関わりを持つ役割
を自覚しており，勢い教育熱心になりやすい。現実に日本にも相通ずるよう
な過熱した教育状況が展開されており，それは本報告の保育例の資料の中に
も顕著に見られることである。
　このような幼児教育の保育内容について，批判がないわけではない。つま
り「創造性に乏しく，記憶を主軸にした受動的教育」だと指摘されることで
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ある。これに対して，香港中文大学の附属幼稚園が欧米の進んだ保育方法を
とり入れ，「ひらかれた教育（open　education）」を試みていることは，大変
興味深い。
　附属幼稚園（事例B）は，大学の敷地の一隅に設けられている。必ずしも
幼児向きの建物ではないが，並んだ小部屋が個性的な保育活動に特色を与え
その前に張り出た広いテラスが幼児を解放している。そこでは陽光に包まれ
て子どもたちが絵をかき，友達の名前を呼びあって遊びに興じ，笑顔の保育
者が身軽に体を動かしながらていねいに子どもの話をきいてやっている。
　通ってくる園児は国籍も様々であるが，それ以上に発達もバラバラで保育
者にとって手のかかる子どもも多い。障害児には専門の介助員がつき，ひと
りひとりが生かされている。教室規模は香港市内の一般幼稚園と大差なく20
名前後であるが，大きな相違点は「開かれた教育」の名が示す如く，細かい
カリキュラムに束縛されず，子どもと保育者達で繰開げる人間関係を大切に
し，その中で子ども達の活動が展開されているということであろう。ひとり
ひとりの子どもを見つめる目があり，それを伸ばしてくれる手があると感じ
たのである。
　この附属幼稚園の存在は現在の香港では稀であるし，同時に一般市民の希
望する競争社会の先頭に位置するものではない。しかしだからこそ，必要な
のではあるまいか。
◆おわりに
　今世界は，著しい科学の発達と経済の発展を求めて，その主力を若者の教
育に期待することが多い。勢い，就学前教育も「知育」　「早期教育」の気配
が濃くなってくる。発展の途上にある東南アジアの国々では，特にその傾向
が強まる恐れがあるが，今だからこそ「創造性のある子ども」を求めて，保
育の内容や方法についても，視野を広く世界にむけて新しい，実りのあると
り組みをしてほしい。
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　本報告の主たるもうひとっの目標　　つまり障害児（者）教育の充実につ
いては，　「知育」尊重の世界では非常な苦労を強いられる。もっと子どもが
大切にされ，その創造性豊かな，のびのびした姿が求められるとき，障害児
（者）の人格がはじめて認められ，教育に関しても納得の行く取り組みがな
されるものと期待される。
　今回の香港の保育内容の分析によって，障害児指導の専門家養成にも様々
な基本的な資料が与えられたわけで，今後の課題の検討の充実を自らに問い
たいと思う。
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